


 

●どうやって診断するの？ 

まず何よりも大事なのが「問診」です。「何を食べてどれくらいたってからどんな症状がでたのか」を教えてください。

診断の補助として血液検査、皮膚試験などを行います。もしこれらではっきりしない場合は実際に少量食べさせてみて

症状が出ないかどうかをみます（経口負荷試験）。 
 

●その食べ物は一生食べられないの？ 

答えは「NO」です。食べられるようになるケースも多いです。図は食物アレルギーの年齢分布ですが年齢ともに患者

が少なくなっています。年齢とともに過剰な免疫が落ち着いて食べられるようになること（耐性化）があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

●小児科の仕事 

将来食べられるようになる可能性があるのにそれを恐れて一生食べさせないことは、お子様の成長には不利益で

す。そこで小児科医の出番です。食物アレルギーのポイントは「適切な量を適切に食べさせて体を慣れさせる」ということ

です。 

我々の仕事は「この程度まで食べて大丈夫」とその子のその時点での限界点を探ることです。しかしアレルギーとは

怖いもので時には命を奪うこともあります。万が一に備えて入院もしくは外来で「どこまで食べられるのか」ということを調

べます（経口負荷試験）。 
 

（おうちでの注意点） 

①新しくチャレンジする食べ物は平日日中クリニック、総合病院などが開いている時に食べさせましょう。休日や夜間 

は控えましょう。 

②アレルギーと言われた食べ物をお子様が誤飲しないようにしましょう。 

③湿疹がひどい時は皮膚科でスキンケアをしてもらいましょう。→肌バリアと食物アレルギーとの関連がある可能性 

がわかってきました。 
 

必要以上に食べ物を怖がり、除去してしまうことは、お子様の健やかな成長を邪魔してしまします。清水病院小児科

では経口負荷試験をはじめとしたアレルギーの検査も行っています。ぜひ相談にいらしてください。  

 

 

 

【静岡市立清水病院の理念】 

患者中心の良質な医療を提供するとともに、地域医療の向上に貢献することを目指します。 
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20歳以上は10歳区切りで表示               年齢（年代） 
（今井考成、ほか、アレルギー、2016；65：942-6より転載） 


